
◀各施設・作品の開館日・時間は公式HPをご確認ください

問合せ先 「大地の芸術祭」の里 総合案内所
☎025-761-7767 （祝日除く 火・水休み）

津南見玉公園（石落し）／津南町［ MAP｜C-6 ］
＼清津峡と同じ柱状節理が見られる／

川の展望台／津南町［ MAP｜B-5 ］龍ヶ窪／津南町［ MAP｜B-6 ］

鉢＆田島征三 絵本と木の実の美術館
田島征三
Photo Kanemoto Rintaro

最後の教室
クリスチャン・ボルタンスキー＋ジャン・カルマン
Photo Kanemoto Rintaro

奴奈川キャンパス
「木湯」鞍掛純一＋日本大学藝術学部彫刻コース有志

Photo Kanemoto Rintaro

季節によっては、芸術祭作品をお得に楽しむことができる作品鑑賞パスポートや共通チケットも販売しています。

同じ廃校なのにこんなに違う！ 学校を活用したアート

「家の記憶」
塩田千春

「黄金の遊戯場」
豊福亮

「人 自然に再び入る」
トーマス・エラー

「マウンテン」
リチャード・ディーコン

清津峡渓谷トンネル
「Tunnel of Light」  マ・ヤンソン / MAD アーキテクツ

越後妻有でしか出会えないユニークな作品

Photo Kanemoto Rintaro

Photo Kanemoto Rintaro Photo Kanemoto Rintaro

Photo Kanemoto Rintaro Photo Nakamura Osamu

越後妻有（新潟県十日町市・津南町）の里山を舞台に2000年から開催されている世界最大級の国際芸術祭「大地
の芸術祭」。清津峡渓谷トンネルのパノラマステーションも「Tunnel of Light」というアート作品の一部。3年に1度
のアートトリエンナーレ期間外でも、200点近くのアート作品を道しるべに広大な里山巡りをお楽しみください。

美人林／十日町市［ MAP｜B-3 ］ 星峠の棚田／十日町市［ MAP｜A-2 ］信濃川ラフティング／十日町市［ MAP｜D-4 ］

越後妻有里山現代美術館 MonET
10：00～17：00（最終入館16：30）
※祝日除く火水定休

Photo Nakamura Osamu

まつだい「農舞台」フィールドミュージアム
まつだい「農舞台」、まつだい郷土資料館
10：00～17：00（最終入館16：30） ※祝日除く火水定休　

Photo Kawauchi Rinko

「LOST #6」
クワクボリョウタ
Photo Nakamura Osamu

松代城 「憧れの眺望」
エステル・ストッカー
Photo Kanemoto Rintaro

「『関係 - 黒板の教室』（教育空間）」
河口龍夫
Photo Kanemoto Rintaro

冬は中庭で屋外企画展も開催
Photo Nakamura Osamu

地域の食材を使用し、
郷土料理をアレンジしたお食事
越後まつだい里山食堂
10：00～17：00（L.O.16：30）
ランチ 11：00～ L.O.14：00

アーティストグッズや
おしゃれなパッケージの
地域の名産など、
お土産にぴったりな
ミュージアムショップも。

清津　 からちょっと足を延ばしてアート　策

たくさんの作品を一挙に楽しめる施設

十日町市・津南町の絶景ポイント

マ・ヤンソン / MAD アーキテクツ 「Tunnel of Light」
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見倉橋ジミー・リャオ（幾米）「Kiss & Goodbye」 （土市駅）
Photo by Ishizuka Gentaro

鉢＆田島征三 絵本と木の実の美術館（Hachi Café）
Photo by Nakamura Osamu
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清津館

※清津峡 笹小舎
●

※きよつテラス●

清津川

※渓谷●バス停から清津峡まで

下車後徒歩 約30分
（約2㎞）

トンネル内 所要時間

往復40分～1時間程度
（片道約750メートル）

清津　
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雪ふる食堂
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清津公園トンネル

積雪時の通行要注意

▼ Tunnel of Light
清津峡渓谷トンネル

森宮野原行
（降場）

湯沢行
（乗場）
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information

十日町市総合観光案内所

「Tocco-とっこ-」
十日町市旭町251番地17
（十日町駅西口２階）
TEL.025-750-1277
OPEN 9：00～17：00

　

津南町観光協会
津南町大字下船渡甲7194-2
TEL.025-765-5585
OPEN 8：30～17：15

清津峡小出温泉街

清津峡観光案内所
十日町市小出癸2130番地
（清津峡小出温泉街、旧旅館村山荘１階）
TEL.025-761-7261
OPEN 3～11月 9：00～17：00
　　　 12～２月 9：00～16：00

　
十日町市松代3816番地1
TEL.025-597-3442
OPEN 9：00～17：00

問合せ先 清津峡渓谷トンネル管理事務所
TEL 025-763-4800

ハイシーズン 4月21日～11月20日
【一般】1,200円／【小中学生】500円

オフシーズン 11月21日～ 4月20日
【一般】1,000円／【小中学生】400円

料金：2026年 公式WEB

清津About

黒部峡谷・大杉谷と並ぶ「日本
三大峡谷」のひとつで、清津川
を挟んでそそり立つ巨大な岩壁
と柱状節理が織りなすダイナ
ミックな景観が魅力。

柱状節理 700万年前に溶岩が垂直に六角柱状に冷えて固まったもの。
全長750メートルのトンネル（遊歩道）に設置された３か所の見晴所と
終点のパノラマステーションから間近に柱状節理を見ることができる。

大地の芸術祭 清津峡渓谷トンネルを「大地の芸術祭2018」でアート作品「Tunnel 
of Light」として改修。さらにエントランス施設を新設。全長750メートル
のトンネルを外界から遮断された潜水艦に見立てて、外を望む潜望鏡と
して途中の見晴らし所と終点のパノラマステーションに作品が展開されて
いる。SNSでよく見るのはトンネル終点にあるパノラマステーション。

路線バス
清津峡入口

▼エントランス
・1F カフェ
・2F 足湯※

i

389

臨時

3月～11月 8：30～17：00（最終受付16：30）
12月～2月 9：00～16：00（最終受付15：30）

営業
時間

※繁忙期（GW、連休、お盆、紅葉シーズン）は事前予約制となり、チケットの現地販売は
ありません。 清津峡公式webサイトなどからチケットを購入の上ご来場ください。
　なお、チケットをお持ちでない場合は、入場できませんのでご注意ください。
※予約券が完売の場合は、越後湯沢駅からの入場券付ツアーバスなどをご利用ください。
※冬期間は、降雪・積雪状況により臨時休業となる場合があります。

▼磯辺行久記念 
　越後妻有清津倉庫美術館［SoKo］

制 作 新潟県十日町地域振興局地域振興グループ
TEL.025-757-5517

「大地の芸術祭」に
ついてのお問い合せ

「大地の芸術祭」の里 総合案内所
TEL.025-761-7767（祝日除く 火・水休み）

ほくほく線 まつだい駅・
道の駅 まつだいふるさと会館

松代・松之山温泉観光案内所

※冬期休業
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